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研究では AKI を合併した重症患者に対して、hANP の投与が患者予後を改善
しているかどうか、検証した。 
本研究は、多施設共同前向きコホート研究である。The Japan Acute Kidney 
Injury Database study（JAKID study）は、日本国内の集中治療室（ICU）
13 施設に 2016 年 7 月 1 日から同年 12 月 31 日までに入室した重症患者を連
続登録し、AKI の診療実態を調査した。登録除外基準は、18 歳未満、24 時間
未満の在室、ICU 入室前の慢性維持透析を含めた腎代替療法（RRT）の施行、
腎臓手術後の入室、尿路変向手術の既往、研究参加の拒否、である。参加施
設は ICU 入室時に患者の基本的な属性を登録し、ICU 入室中最大 7 日間、生
体情報、検査結果、hANP を含む治療内容を連日記録し、ICU 退室時および
病院退院時に転帰を記録した。AKI の診断には Kidney Disease: Improving 
Global Outcomes 基準を用い、敗血症の診断には Sepsis-3 基準を用いた。本
研究は JAKID study の計画時に事前に設定された検証課題のひとつである。 
本研究の主要評価項目は ICU 在室中の RRT の施行または死亡であり、副
次的評価項目は、ICU 在室中の RRT の施行、ICU 死亡、AKI 診断 3 日目ま
たは ICU 退室時の生体情報（平均血圧、累積バランス、胸部レントゲン所見）、
病院死亡、ICU 滞在日数、入院日数、退院時の透析依存、退院時の eGFR で
ある。hANP 投与の効果は、hANP 投与グループを標準集団とした周辺構造
モデル、すなわち、標準化リスク比（Standardized Mortality Ratio, SMR）
で重み付けをした一般化線形モデルを用いて推定した。 
JAKID には ICU 入室 2,421 件が登録され、うち初回入室の患者は 2,292 人 
であった。このうち 44%にあたる 1,024 人の患者が入室から 2 日以内に AKI 
と診断された。AKI診断前に予防的にhANPの投与を受けた患者を除いた 904 
人が本研究の対象となり、うち 63 人が hANP の投与を受けた。対象患者のう
ち 185 人（20.5%）が ICU 在室中に RRT を受けるか、または死亡した。hANP
の投与による、ICU 在室中の RRT または死亡のリスク比は 1.12（95%信頼区
間[CI] 0.74〜1.69）であった。副次的評価項目の差分は、AKI 診断 3 日目の
平均血圧が −3.8（95%CI −7.6〜−0.1）、入院日数が 12.0（95%CI 1.2〜22.8）、






















904 人の解析対象患者のうち 63 人が hANP の投与を受けた。hANP の投与
による ICU 在室中の RRT または死亡のリスク比は 1.12（95%信頼区間[CI] 












なお、本学位授与申請者は、平成 31 年 2 月 28 日実施の論文内容とそれに関
連した領域の学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
